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令和４年度 第２回尾張旭市廃棄物減量等推進審議会 会議録

１ 開催日時

令和５年２月１４日（火）

開会 午前１０時００分

閉会 午前１１時３０分

２ 開催場所

市役所南庁舎３階 講堂１・２

３ 出席構成員

矢野昌彦、新田美得、佐藤庸子、松原ふき、伊藤紀子、白坂弘子、桝田英也、小

林寛司、米今賢二、篠田すみ子、計１０名

４ 欠席構成員

谷口悦予

５ 傍聴者数

０名

６ 出席した事務局職員

環境課長：木戸雅浩、環境課長補佐：西尾元伸、環境課主事：飯田あゆみ

７ 議題等

尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の策定状況について

８ 報告事項

⑴ ペットボトルの水平リサイクルについて

⑵ エコ☆チャレ アイデア募集状況について
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９ 会議の要旨

事務局

（ 環 境 課

長）

定刻になりましたので、ただ今から「令和４年度第２回 尾張旭市

廃棄物減量等推進審議会」を開催させていただきます。

本日は、ご多忙のところ、会議にご出席いただき、誠にありがとう

ございます。本日は１１名中、９人の方にご出席いただいておりま

す。まだいらしていない谷口さんについては、欠席の連絡は受けて

おりませんが、委員の半数以上の方にご出席いただいておりますの

で、本審議会条例第７条第２項により、本審議会は成立しておりま

す。なお、本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」に

基づき、傍聴を認めていること、また、本会議の内容については情報

公開の対象となることも、あわせてご了承いただきますようお願い

いたします。

では、まず、会議資料の確認いたします。事前に資料１から７まで

お配りしております。

＜資料の確認＞

それでは、次第に沿って会議の進行をさせていただきます。まず、

次第１「会長あいさつ」です。矢野先生、お願いします。

矢野会長 みなさん、お久しぶりでございます。本日は第２回ということで、

よろしくお願いしたいと思います。

前回、循環型経済サーキュラーエコノミーの話をさせていただい

きましたが、廃棄物の減量というところで、廃棄物の再利用がすごく

大事なテーマになってきております。ごみを減らすだけでなく、ごみ

を価値に変える、そういうのをサーキュラーエコノミーといいます

の。

今日は、基本計画についての策定状況についてのご説明ですが、市

民の方だけではなく、産、学、官、我々学者が教えていく立場ではあ

るのですが、市もいろいろなところと連携して、モデル事業をやって

いかないといけないです。

産ということでは、今日出席のイトーヨーカドー様とかエコペー

パーＪＰ様とか、実際に事業をされている方とも連携していくのが

すごく大事で、それをさらに進めると。

連携から共創、共に作る方の共創なのですが、競い合うことではな

くて、共に創ることがとても大事で、今日の最後の議題、エコチャレ

の話ですよね、１人１人が考えていく力、それをつないで共に創るこ

とがすごく大事ではないかと思いますので、この審議会を通して、い

ろいろなアイデアを、私も実はエコチャレを、すぐやらないといけな

いかなとやりました。

今日はみなさん、アイデア応募用紙を１枚ずつ出していただくこ
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とが、最終的に目標にはなると思います。基本的にはアイデア出しの

ところなどが、そういったところが共創につながって、それに共感す

る人が増えてくることが重要だと思います。

ご挨拶が長くなりましたが、減量をまずベースにしながら、基本的

にそれを価値に変えていくような、そんなことができるようになる

と思いますので、みなさまぜひ、アイデアを出し合って、よりいい方

向に進めたらと思います。それでは、よろしくお願いします。

事務局（環

境課長）

では、次第に従って議題に入ってまいりますが、ここからは会長の

矢野先生に議事の進行をお願いいたします。

矢野会長 それではまずは、株式会社東和テクノロジー様より資料に基づい

てご説明をいただくということでよろしいでしょうか。資料１、２で

すね。ではよろしくお願します。

東和 ＜資料１、２について説明＞

矢野会長 ありがとうございます。しっかりと調査していただきありがとう

ございます。実態調査もありがとうございます。資料１、２について

ご質問ありましたら委員の方からお願いできればと思います。ご質

問はいかがでしょうか。

桝田委員 非常に分かりやすい資料だと思います。資料１のごみ排出量が令

和元年度に急に増えている理由の分析を進められているということ

ですが、分析の結果がまとまった段階で、どういうかたちで公開され

るのか気になります。ぜひ教えてもらいたいと思います。

矢野会長 これは、分析される予定はあるのですか。

東和 はい。分析の結果はきちんと来年度の基本計画に掲載いたします。

矢野会長 よろしいでしょうか。

桝田委員 ありがとうございます。

矢野会長 その他には

篠田委員 先日、ひまわり作業場に行ったのですが、トレイの分別を子どもた

ちがやっていました。作業所で、ヨーカドーのトレイを分別している

と言われたのですが、そいうのは、行政は全然関係していないのす

か。

事務局（飯

田主事）

リサイクルひろばでプラスチック製容器包装とは別に集めている

白色発泡スチロール・白色トレイは、ひまわり作業所に行っていま

す。

篠田委員 すごくきれいで。ああいうのがいっぱいになればいいなと見てい

ました。

矢野会長 イトーヨーカドーさんを褒めたいですね。

小林委員 それは、お客様と売り場の努力です。

矢野会長 策定状況と基礎調査結果、資料１と２に関することで何かありま
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したら、いかがでしょうか。

目標の達成率はなかなか難しい。今度、どうなっていくかなという

のも課題にはなってくるのかなと思います。コロナの影響もあって、

今後どういう状況になっていくかというのも見据えながら、目標を

設定していくのかと思います。

新田委員 実態調査を通じて、まだ１０％ほどですけど、資源として分別する

ものが可燃ごみを捨てられている、そこをどれだけ上げていくかに

かかってきている。

矢野会長 そうかもしれません。

新田委員 総量を減らすのはかなり厳しいから。こういう状態ですから多少

贅沢されても、みなさん、極限のところで生活されている。総量を減

らすのはなかなか厳しい。先ほど言われた、ごみが何かに変わる、価

値を生み出し、価値を変えるということを。ごみ組成調査結果から紙

類雑紙の分別意識を変えて、分別意識を上げる。それも１０％程度で

あり、これも極限に近い。分別しても限界のような気がしますが。

矢野会長 みなさんが頑張っている様子が見えます。その他、ご意見ご質問等

ございませんでしょうか。

篠田委員 先ほど言われた剪定枝がコロナのあたりから増えた。剪定枝を田

んぼで燃やしてはいけないとすごく厳しくなった。それも原因で増

えた。ちょっとした草まで燃やせないですよね、今。それまで出して

いるから、あれで増えたのではないかと思います。燃やしているとす

ぐ消防署がくるから。

矢野会長 その他、ありませんか。

松原委員 先ほど、分別に困っているもの書いてありましたが、スプレー缶と

か。みなさん困っていることがわかりましたが、どうしたらいいと

か、そういうことを知らせるものはないですか。広報、例えば、これ

はこういうふうにしたらいいのではないですかとか。

事務局（飯

田主事）

ホームページとかアプリとか何かしらのフィードバックではない

ですが、していけたらなと思います。

矢野会長 おっしゃる通りです。それが困っているというところですよね。そ

の他よろしいでしょうか。

それではご意見はないようですので、軌道修正を加えつつという

ことはあるかもしれませんが、ご意見を踏まえつつ、予定通り基本計

画の策定を進めていくということでよろしいでしょうか。

委員 （異議なし）

矢野会長 ありがとうございます。ご意見はないようですので、続きまして、

資料３ですね、水平リサイクルに関する資料について、事務局から報

告をお願いします。
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事務局（西

尾 課 長 補

佐）

事前にお配りした資料３，机の上に置かせていただいた新聞の記

事をご覧ください。

瀬戸市さんと長久手市さんと合同で、豊田通商、サントリーグルー

プ、飲料メーカーとペットボトルの水平リサイクルに関する協定を

締結いたしました。前の、市長さんがいらっしゃった、協定の締結式

は１月３０日に実施しています。これに基づいて４月以降は、市民の

皆さんから回収したペットボトルを全量、すべて、中間処理業者、滋

賀県日野町にある豊田通商の子会社、豊通ペットボトルリサイクル

システムズに持ち込まれます。ここから車で高速道路を使って１時

間半から２時間の距離にあるところです。

この工場では、ペットボトルを砕いて、不純物を取り除いて、いろ

いろな工程を経て、ペレットとして再資源化されます。その原料をも

とに、サントリーに回って、サントリー製の飲料、ペットボトルが再

生、販売されるという流れになっていきます。このボトルからボトル

へという、国内で循環するシステム、これをペットボトルの水平リサ

イクルといっております。

この水平リサイクルにはいろいろなメリットがあります。これま

で食品トレイなどは繊維に再利用されることが多いですが、そうな

ると一回リサイクルしても次は燃やすとか、焼却処分になるという

流れですが、この水平リサイクルであれば半永久的にリサイクルが

可能であるということになります。これで、新たにペットボトルを製

造する場合に比べると、ＣＯ２が６０％削減されることになります。

一番いいなと思っておりますのは、リサイクルが非常に分かりや

すいということですね。ボトルからボトルになるということで、かつ

てはビール瓶とか一升瓶を返却して、洗って使うということをして

いたのですが、今ですと、技術革新が進んで、物自体、ペットボトル

をつぶして、バラバラになっても、またペットボトルとして再生され

る、こうしたリサイクルの流れが市民の方に知れ渡れば、みなさんの

分別意識もさらに向上していくものと期待しています。

こうした取り組みを通して、晴丘センターを運営している尾張東

部の３市が足並みをそろえて循環型社会に向けて、脱炭素の実現し

ていくことは、矢野会長のおっしゃったサーキュラーエコノミーに

つながっていくだろうと思っております。

ちなみに、みなさんのペットボトルの分別方法に変更はありませ

ん。これまで通り、キャップとラベルは外して、中は軽くすすいでい

ただいて、つぶして、拠点回収場所に持ち込んでいただきたいと思っ

ております。よろしくお願いします。報告は以上です。

矢野会長 ありがとうございました。今、お話しいただいたことは、大きな意
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味ではサーキュラーエコノミーの製品から製品、この場合はボトル

からボトル、というのを目標にして、水平リサイクルやリユースをや

っていくというのがすごく大事になっているということをご紹介い

ただきました。皆様の方からご意見ご質問等、なんでもけっこうです

から、言っていただければと思います。いかがですか。

伊藤委員 尾張旭市のペットボトルはすごくきれいだと聞きましたが、瀬戸市

さんと長久手市さんはどの割合とかわかるのですか。そういうきれ

いなものを絶対だすという条件のもとにこの事業を実施するのです

よね。

事務局（西

尾 課 長 補

佐）

そうですね。今まで通りの出し方で。瀬戸市、長久手市、尾張旭市

も、ランク付けされます。いろんなものが、危険物とかが入っていた

りするとランクを下げられるのです。３市ともランクは高いです。

伊藤委員 きれいな物をペットボトルからペットボトルにするということで

すね。

事務局（西

尾 課 長 補

佐）

そうですね。

矢野会長 市民教育も必要ですね。なるべくきれいにして出すという。

伊藤委員 キャップの部分、質問でも出ましたが、ラベルとキャップはごみの

分別のところだと、ペットボトルはリサイクルひろばクルクル、ラベ

ルとキャップはプラスチックごみに出さないといけなくて。

一時、中学校が集めたりとかして、エコキャップを集めてなんと

か。スーパーとかでもキャップだけ別に集めてもっていったりしま

すよね。あれは結局、一緒になっているのですか。ヨーカドーさんと

かスーパーさんとか。独自で中学校が集めて、車いすとかありました

よね。結局は一緒になっているのか、プラごみの中に入れていいので

すか。

事務局（西

尾 課 長 補

佐）

かつてはポリオワクチンなどに使うという名目でキャップだけ回

収していましたが、そこら辺がうまく流れてなくて、プラスチック製

容器包装として処理しているということなのです。

伊藤委員 一生懸命やっているところが、少なくなってきているってことで

すかね。

事務局（西

尾 課 長 補

佐）

そうですね。

矢野会長 その他、ご質問ご意見ござませんでしょうか。それでは続きまし

て、エコチャレアイデア募集状況について、事務局からご報告お願い

します。
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事務局（飯

田主事）

＜資料４～７について説明＞

矢野会長 ありがとうございます。エコチャレ応募用紙、帰りに出してくださ

い。

名古屋産業大学のＰＲですけど、今、言っていただいたように、１

１番トイストーリー運動に関して、今週打合せをするのですが、実際

に保育園とか幼稚園とか、そういうところに実際に現場でやってい

こうという方針決まっていますので、そういう意味では使わなくな

ったおもちゃをそのままはちょっと、少し直して、ちょっと価値を上

げてやるのか、そういうこともできるので、まさにサーキュラーエコ

ノミーの実験になるかもしれないなと。

リユースももちろんしますが、使わなくなったものを直して使っ

ていただいて、よろこんでいただいて。非常にいいアイデアがでて、

実践に移そうという、まず行動から入っていくのはすごく大事だな

と思うので、みなさんもぜひ、エコチャレアイデアの応募にご協力お

願いします。

まずは、エコチャレについてのご意見、ご質問はありませんか。や

り方がわからないとか、二次元コードでもいけるし。紙に書いて出し

てもいいし。

篠田委員 前、リサイクルセンターがあった時は、おもちゃが出ていましたよ

ね。ああいうことはもう市ではやらないのでしょうか。場所がねえ

今。

事務局（飯

田主事）

リサイクルひろばの整備があって、場所的な面でも民間が進んで

いるという面でも、行政は手を引いたのですが、代替事業として、お

もちゃ病院というのを年に２回やっています。そこで壊れたおもち

ゃを持ってきてもらって、基本的は無料で、一度持ち帰って、先生に

修理してもらってまた使ってもらってという風な。

篠田委員 この時代に、エコセンターがあんなしょぼくれた場所でね、縮小し

ていくのは本当に時代そぐわないですよね。そういうものやめない

と。私たちがやっていたイベントもできないし。だから、場所を考え

てもらわないと何もできない。

矢野会長 予算がかかるので、場所をね、もう少しいい場所でいろいろやって

いくのもね。ＢＯＯＫＯＦＦなんかは完全商売にしていますからね。

基本的には、ＢＯＯＫＯＦＦさんが仕入れて、アップサイクルといい

ますが、ちょっと価値をつけて高く売る。おもちゃも含めてですが、

商売でやっているところもあるので、連携してやるのかというのは

あります。今は、おもちゃを修理して、ボランティアでやっていただ

いているのですよね。で、今、有意義な場所で喜んでいただくという
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のも非常にいいことですが、そこで、非常に喜んでいただけることを

水平展開していく上では、いろんな事業者さんと連携しながら、価値

を上げて、それを場合によって売っていくということもあるのかな

と。そうすると、サーキュラーエコノミーのごみを価値に変える、も

ともとその人にとってはごみだけど、違う人にとっては価値あるも

のとして買いたいというマーケットニーズにあってくるというのは

経済的原理にもなるし、ごみが減っていく大きな要因になるかなと

いう気がします。

篠田委員 このごみの活動で、私は市に出る古着の着物のリサイクルをずっ

とやっておりまして、コロナでできなかったのが、この３月にやるの

ですが、みんな着物を捨てるのですよね、それを、またごみになるか

もしれないけど、一時は、２００㎏、３００㎏がごみとして出ていま

したが、それがゼロになるのですよ。タダであげるから。だから、そ

の、わたしたちみたいな高齢者が趣味でいろいろなものを作ったり

して、またごみに出すかもししれないけれども、一時は、その２００、

３００㎏。ちょっとごみを減らしたとして。楽しみとして楽しんでも

らって。

矢野会長 若い人でも着物好きな人いますし、いいデザインだと買っていく

かもしれないし。デザインを少し変えるだけでも。

篠田委員 いらないひとにはごみですけど。

矢野会長 そんなことはないです。価値に変える、です。

矢野会長 その他よろしいでしょうか。エコチャレはすばらしいアイデアを

思っておりますので、みなさまもぜひご協力お願いします。本日の意

見を参考にして、今後また、ごみの減量施策をさらに進めるというふ

うでぜひお願いします。以上で議題は終了します。事務局から他何か

ありますでしょうか。なければ、だいたいこんなところで。

事務局（環

境課長）

はい。貴重な意見をいただきましてありがとうございました。次期

基本計画、またごみ減量施策に活かしていきたいと考えております

ので、よろしくお願いします。

なお、本審議会の委員の皆さまの任期は２年となっておりまして、

みなさまの任期は６月末までとなっております。例年の開催状況か

らいきますと、今回が最後の会議になります。２年間ありがとうござ

いました。ごみ処理基本計画につきましては２か年で策定しており

まして、本年度また、来年度３月に策定予定でございます。会議でみ

える方もいらっしゃると思いますが、今後とも協力をおねがいした

いと思います。また、改選時、各団体の方につきましては、また、後

任の方で、どうぞよろしくお願いします。

矢野会長 それではこれをもちまして、令和４年度 第２回尾張旭市廃棄物
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減量等推進審議会を終了いたします。みなさん長時間お疲れさまで

した。
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